


























































































































































































































































































































には僅か十歳であり、 『兎園策府 を撰する可能性 あまりにも低い。写本 成立年代がはっきり判明できないとすれば、欠筆や避字によって『兎園策府』 成立年代を推定する方法は、決して厳密と 言えないであろう。　
では、 『兎園策府』の成立年代はいつごろであろうか。兎園とは梁園・修竹園ともいい、漢の梁孝王（紀元 一八四～前


















宋の王応麟撰『困学紀聞』巻十四には、 「 『兔園冊府』三十巻、唐蒋王 令僚佐杜嗣先倣応科目策、自設問対、引経史為訓














明（顕）慶三年、釈褐蒋王府典籖。麟徳元年、河南道大使・左相竇公旌節星移、州郡風靡。出轘轅之路、入許穎之郊。官僚之中、特加礼接。時即表薦、馳驛就征。遂于合璧宮引見、制試「乾元殿頌」 。即降恩旨、授昭文館直学士。借馬荊人、仍令于洛城門待制。尋授太子左率府倉曹参軍。又除国子監主薄。 （中略）咸亨元年 鑾輿順動、避暑幽岐。沛王以天人之姿、留守監国。 （中略）永崇（隆）元年、以宮僚故事、出為鄆州鉅野県令。（顕慶三年、蒋王府典籖に釈褐す。麟徳元年、河南道大使・左相竇公は旌節星移り、州郡風靡す。轘轅の路に出て、許穎の郊に入る。官僚の中、特に礼接を加えらる。時に即ち表薦され、駅を馳せて征に就く。遂に合璧宮において引見し、制して「乾元殿頌」を試さる 即ち恩旨を降し、昭文館直学士を授く。馬を荊人 借り、仍りて洛城の門において待制せしむ。尋いで太子左率府倉曹参軍を授けらる。又国子監主薄を除せらる。 （中略）咸亨元年、鑾輿順動し、幽岐に避暑す。沛王は天人の姿を以て、留守・監国す 永隆元年 宮僚の故事を以て 出て鄆州鉅野県令と為す。 ）




















　『兎園策府』が唐宋時代においてどのように認識され、また利用されたか、次にこのことに関して基本的な考察を試みる。　現在、 『兎園策府』の巻数、書名についての論争がなされており、まだ定説に至ってはいない。 「杜嗣先墓誌」には、 兎



























































































































『史記』 （司馬遷修） 、 『三国志』 （陳寿修） 、 『春秋』 （孔子修、杜預注） 、 『老子』 （河上注） 、 『三礼』 （孔子修、鄭玄注） 、『周礼』 （王弼注） 、 『離騒経』 （屈原注） 、 『流子』 （劉葉注） 、 『爾雅』 （郭璞注） 、 『文場秀句』 （孟憲子作） 、 『庄子』 （郭象注） 、 『切韵』 （劉法言作） 、 『毛詩孝経論語』 （孔子作、鄭玄注） 、 『急救章』 （史猷撰） 、 『文選』 （昭明太子召天下才子相共撰、謂之『文選』 ） 、 『漢書』 （班固撰修 、 『典言』 （李徳林撰之） 、 『尚書』 （孔安国注） 、 『尚書几家書』 （虞夏商周作） 、『兎園策』 （杜嗣先撰之） 、 『開蒙要訓』 （馬仁寿撰之 千字文』 （鐘繇撰 李暹注） 、 『周興嗣切韵』 。
　
敦煌写本『雑抄』は『珠玉抄』ともいい、唐の晩期に成立した『易智文』 『随身宝』のような庶民向けの通俗読本である























『兎園策』を挾み、問ひて魚澳の租を收む） 」とあり、方岳撰『秋崖集』巻四「独立」に「村夫子挾『兔園册』 、教得黄鸝解読書（村夫子は『兔園册』を挾み、教えて黄鸝に読書を解すを得る） 」とあるように、 『兔園冊』 、すなわち『兎園策府』は当時、低俗の村の童蒙書として認識されていたのである。　
一方、 『旧五代史』巻一二六馮道伝に「 （馮道）召賛謂曰、 「 『兎園策』皆名儒所集、道能諷之。中朝士子止看『文場秀句』 、




















『文心雕龍』十（劉勰在雑家） 、 『兎園策』九、 『注策林』廿、 『文選』卅（昭明太子撰） 、 『文選』六十（李善注） 、 『文選鈔』六十九（公孫羅撰） 、 『文選鈔』卅、 『文選音義』十（李善撰） 、 『文選音决』十（公孫羅撰） 、 『文選音義』十（釈道淹撰） 、 『文選音義』十三（曹憲撰） 、 『文選抄韵』一、 『小文選』九
 、 『文館詞林千金輪万載集』五十一（一巻目録） 、
（中略） 『秀句集』一、 『雑文集』一。 （括号内は双行小字）
　


















　『兎園策府』は龍朔元年から乾封元年までの間に撰成されたから、日本への流伝はその後のことである。また、 『本朝見在書目録』が成立した八七六年から八八六年にかけてが 『兎園策府』の日本将来の下限であると考えられる。その間、合わせて十一回の遣唐使が派遣されたが、慶雲年間と天平年間に帰国した遣唐使によ 将来された可能性が高いであろう。　慶雲年間に帰国する遣唐使 二回あり、すなわち慶雲元年（七〇四、長安四年）七月と慶雲四年三月である。これらの遣
唐使は、大宝元年（七〇一、長安元年）正月 任命され、翌年 六月に出発したのである。 「杜嗣先墓誌」によると、杜嗣先は則天武后の敕を受け、李懐遠・豆盧欽望・祝欽明等の重臣と今回の遣唐使を饗宴して、面談したとされる。したがって、杜嗣先は『兎園策府』を贈物として日本 遣唐使 渡した可能性があると言えよう。　
在唐の遣唐使、特に留学生は唐の科挙試験に関心が ったから、当時流行っていた杜嗣先『兎園策府』を購入した可能性












の多治比広成が乗る第一船が天平六年十一月に多祢島に着き、翌年三月に都に到着した。この時帰国した留学生・留学僧には、下道真備（即ち吉備真備） ・僧玄昉・秦大麻呂や羽栗翼親子などが含まれる。副使の中臣名代が乗る第二船は天平八年八月に帰国し、同船し 留学生には大伴首名などがいる。これらの留学生 うち、吉備真備が『兎園策府』を日本に伝えた可能性は高い。　
吉備真備の将来書物について、 『扶桑略記』巻六「聖武紀」天平七年四月条に、
辛亥、入唐留学生従八位下下道朝臣真備献『唐礼』一百卅巻、 （中略）并種種書迹・要物等、不能具載。留学之間、歴十九年。凡所伝学三史・五経・名刑・算術・陰陽・暦道・天文・漏剋・漢音・書道・秘術・雑占一十三道。夫所受業、渉窮衆芸。（辛亥、入唐留学生従八位下下道朝臣真備は『唐礼』一百卅巻、 （中略） 、并びに種種の書迹・要物等を献じ、具載する能わず。留学の間、十九年を歴す。凡そ伝学する所は、三史・五経・名刑・算術・陰陽・暦道・天文 漏剋・漢音・書道・秘術・雑占一 三道なる。夫れ業を受くの所、渉たりて衆芸を窮む。 ）




霊亀二年、年廿二、従使入唐、留学受業。研覧経史、該渉衆芸。我朝学生播名唐国者、唯大臣及朝衡二人而巳。天平七年、帰朝。授正六位下 拜大学助。高野天皇師之、受『礼記』及『漢書』 。（霊亀二年、年廿二にして、使に従ひて唐に入り、留学して業を受く。経史を研覧して、衆芸に該渉す。我が朝の学生にして、名を唐国に播す者は、唯だ 臣及び朝衡との二人のみ。天平七年、朝に帰る。正六位下を授けられ、大学助を拜す。高野天皇 之を師として、 『礼記』及び『漢書』とを受く。 ）
とあり、在唐十九年間に名声をあげた吉備真備は、 「研覧経史 該渉衆芸」と誉められて、帰国後、高野天皇の家庭教師になり、 『礼記』及び『漢書』を講じたことがかわる。また、帰国後に大学助に任じられたことから、 「三史」 「五経」などの教科書と同じく 『兎園策府』も日本の官僚養成機関である大学で使われたことが考えられる。　
前に述べたように、 『本朝見在書目録』巻四十「総集」類には、 『兎園策府』が『文選』 、 『文選鈔』や『文選音義』などと
共に写されている。古代日本における『文選』の学習について、養老選叙令の秀才進士条 は、





凡進士、試時務策二条。帖所読、 『文選』上袟七帖、 『爾雅』三帖。其策文詞順序 義理慥当。并帖過者、為通。事義有滞、詞句不倫、及帖不過者、為不。
『兎園策府』の成立、性格及びその日本伝来
— 35 —
（凡そ進士は、試みむこと、時務の策二条。帖して読まむ所は、 『文選』の上袟に七帖、 『爾雅』に三帖。其れ策の文詞順ひ序でて、義理慥かに当れらむ。并せて帖過せらば、通せりと為よ。事の義滞れること有り、詞句倫あらず、及び帖過さずは、不と為よ。 ）





したがって、敦煌写本『雑抄』では、 『文場秀句』 『開蒙要訓』などの啓蒙書と共に収録されていたことと違って、 『兎園









日本国王源義政上表大明皇帝陛下、 （中略）又書籍焚于兵火。蓋一秦也。弊邑所須二物為急。謹録奏上、伏望兪容。書目列于左方、 『佛祖統記（紀か） 』全部、 『三宝感応録』全部、 『教乘法数』全部、 『法苑珠林』全部、 『賓退録』全部、『兔園策』全部、 『遁齋閑覧』全部、 『類說』全部、 『百川学海』全部、 『北堂書鈔』全部、 『石湖集』全部、 『老学庵筆記』全部。右咨禮部 日本国王（印） 、成化拾壹年捌月廿八日。
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（日本国王源義政、表を大明皇帝陛下に上る、 （中略）又、書籍兵火に焚かる。蓋し秦に一なり。弊邑須むる所は二物を急と為す。謹みて録して奏上し、伏して兪容を望む。書目は左方に列す。 『佛祖統記（紀か） 』全部、 『三宝感応録』全部、 『教乘法数』全部、 『法苑珠林』全部、 『賓退録』全部、 『兔園策』全部、 『遁齋閑覧』全部、 『類說』全部、 『百川学海』全部、 『北堂書鈔』全部、 『石湖集 老学庵筆記』全部。右礼部に咨す。日本国王（印） 成化十一年八月二十八日。 ）
また、 『善隣国宝記』巻下所収の「天順八年の遣明表」には、
書籍銅銭、仰之上国 其来久矣 今求二物、伏希奏達 以満所欲。書目見于左方、 （中略） 『教乘法数』全部、 『三宝感応録』全部、 『賓退録』全部、 『北堂書鈔』全部、 『兔園策』全部、 『史韵』全部、 （中略） 、 『老学庵筆記』全部。右咨禮部、天順捌年捌月 三（書籍・銅銭は之を上国に仰ぎ、其の来ること久し。今二物を求む。伏して希くは奏達し、以て欲する所を満されんことを。書目は左方に見ゆ 教乘法教』全部、 『三宝感応 』全部、 『賓退録』全部、 『北堂書鈔』全部、 『兔園策』全部、 『史韵』全部、 （中略） 、 『老学庵筆記』全部。右礼部に咨す。天順八年八月十三日。 ）






















羅振玉「兔園册府残巻提要」 （同氏著『鳴沙石室佚書初編』 、東方学会影印本、一九二五年。初出は一九一三年） 、王国維「唐写本兔園















真成墓誌」から何がわかるか』朝日新聞社、二〇〇五年） 、金子修一「則天武后と杜嗣先墓誌―粟田真人の遣唐使と関連して」 （ 『国史学』一九七号、二〇〇九年二月） 、葛継勇「日本国号東亜登場時間考―対中国実物資料及中日文献的比較」 （王剣敏と共著、 『鄭州大学学報（人文社会科学版） 』二〇一一年六期）を参照されたい。
（
5）　












































東野治之氏は、 『兎園策府』は 来、主題別に相当数の例文が含まれていたらしく、また唐代から流布しながら おそらく実用通俗書














する効用を意識し、主題別の構成と相俟って類書的な効果の発揮をもねらった結果であろうと指摘している（東野治之前掲論文「大宰府出土木簡に見える『魏徴時務策』考」 ） 。進士科の試験における時務策の使用について、 『新唐書』巻四四選挙志には詳細に記されている。
（
23）　『敦煌宝蔵』第一二三册、四七九頁。また、敦煌写本「雑抄」 （










唐の白居易撰・宋の孔傅続撰『白孔六帖』巻二四「兎園册 条には「 『劉岳伝』 、宰相馮道 世本田家、状貌質野、朝士多笑其陋。道旦
入朝、兵部侍郎任賛与岳在其后、道行数反顧。賛問、何為。岳曰、遺下乃『兎園册』尔。 『兎園册』者、郷校里儒教田夫牧子之所誦、故岳挙以誚道也」とある。 『劉岳伝』とは 新五代史』劉岳伝のことである。
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によって、唐・五代を通じて知識が変質していく様、ひいては豊饒なる詩文が生産された背景も明らかになってくる。かくて得られた視座は、文学自体の研究を進める上でも 今後極めて有用だと思われる」と指摘している（永田知之前掲論文「 『文場秀句』小考」 ） 。確かに、歴史の分野でいえば唐・五代における政治権力の移動 階層の大変動が検討 つつあるが、文学・知識の流動によっても唐・五代における社会変革が見られるであろう。
　【キーワード】　　
・ 『兎園策府』
　
・杜嗣先
　
・通俗童蒙書
　
・科挙試験
　
・変容
